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水中テレビロボットによる瀬戸内海での海底地質調査
ApplicationoftheremotelyoperatedTVvehicletomake
geologicalmapsoftheSetoInlandSea
鈴木茂之 (ShigeyukiSuzuki)本
稲川孝司 (Takashilnada)*葺
SubmarinegeologicalsurveyusingtheremotelyoperatedTVvehicle(RVl0),wascarriedout
in40ffshoresoftheSetoInlandSeainEagawaPI℃fecture.ThestudyareasarewestofEosei
IslandofSakaideCity,southofOkado-banaoENankai Town,westof】忙isakioflbkumaTownand
northofNou-MisakiofSakaideCity.TVvehicletransmitsclearpicturesofbottom oftheseato
themonitoronboard.ThesubmarinegeologyofthestudyareasarecomposedofCretaceous
graniticbasementsandQuaternary sedimentarycovers.ByusingthesepicturesRecentand
Pleistocenedepositscouldbedistinguishedandlithologyofsedimentscouldalsobeidentified.
Lithologyofsedimentswashoweverdi打iculttoidentifyusingtheusualsonicprospectingmethod.
Furtherm ore,picturessuggestingthatripplesarejustforminghavetxtenobtained.TheTVvehicle
isconvenientinsubmarinesurvey,becauseitcantravelmuchlongeranddeeperthanhumandiverT.
Anewmethd ofmapplngSubmarinegeologyusingTVvehiclewasdeveloped.
Ⅸeywords:submarinegeology,theSetoInlandSea,remotelyoperatedTVvehicle
Ⅰ.はじめに
漸Tl-内海は島の多いほぼ東柳 二伸びる内海である.
幅が数1()Km程度あるにもかかわらず,水深は 一般に
2(卜 30mと浅い.氷河時代のように海水準が 卜がっ
た時代には広人な平野が広がっていたことが推測さ
れるが,数万点に及ぶ極めて多数の大雅'-哺 乳類化77-
が漁網等によって海から引き日デられることは,そ
の平原が動椀物にあふれたい-ん豊かであったこと
を示している.これらの化iHま考 IfjJ学的には旧イi器
時代のものであることから,筆者のうち稲川は現在
の瀬)~i内海海底には旧イIA諾.Fi時代の遺跡が押没 してい
る叶能性が 卜分あると考え,遺跡発#.の t,備調査と
して,海底調杏を計画した. 調査は大叩晒乳熱化才子
を多産する海域を水中テレビロボットから送られて
くる映像にもとづいて行った.その結果,遺跡や人
型晒乳類化石は直接観察できなかったが,海底にお
ける地形や地質の特性,海底での砕屑物の運搬 ･堆
積作用及び海底地質調査のjj法に関して新しい知姐
が得られたのでここに報告する.
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第 1回 調杏海域位置図
Ⅱ.調査方法
調査に使用したのは水中テレビロボットMITU
I RTV-100である.これは150mのケーブJL/
を持つ動力つきのビデオカメラで,リモコン操作に
よって水中を泳いで移動でき海底の映像を船上のモ
ニターに送ってくる.さらに装備されているカメラ
によって船 卜から写真のシャッターをきることがで
きる.この操作にはケーブ ルを調整する係と画像を
見ながら操縦する係の2人のオペレーターが必要で
ある.痢血には水深と方位が表示される.コンハス
によって簡易測量することによって沿岸海域地形rxl
上におよその調査位置をとることができる.今krTAの
調査においては河 上地理院発行の2万5千分の1沿
岸海域地形凶を拡人して1力~分の1の地形図にした
ものを使用した.この地形恒l上に記載することによ
って陸 卜の野外調査で作成するものと同様のルート
マップを作ることができる.
Ⅲ.地質概要
瀬j~7J内海の海域地質についての調査は本川架橋建
設によって特に香川県岡山県の海域で進み,その成
果の 一部が本座ほか(197(),坂東
ほか(1978al)によって公表された.
そのほか建設省Et]t地理院が行っ
地理院,1983abc)がある.これら
による海底地質の調査方法は,ま
づ海底ボーリングによって得られ
た試料から層序をたて,それを音
波抹香によって得られた記録パタ
ーンの特徴による地層区分に対比
して地層の水平的連続を追うとい
うTJiL リング調査と物理探査を応
用したものである.
瀬戸内海海底には第四紀 (鮮新
牡を含む)の地層が広く分布する
が,以上の研究によるとこれらは
人きく3つに区分できる.｢位より大阪層群巌 f{部
層とド部層に相当する鮮新世から吏新世前期の三豊
層群,輔乳類化fiを多産する更新世前期から中期の
沙弥島層,更新世後期から完新世の大槌層 (狭い範
囲に分布)と中ノ漸層からなる (本座ほか,197() .
これらの基盤には ･部中新枕が存在するが,ほとん
どは領家苛の変成岩類や花尚岩類及び山陽帯の花尚
岩類である.
調食海域はこれまで多数の噛乳匁化石の産出が報
'#されている,香川県坂仙fJ-/ト瀬属島西方海域,同
県小豆島内海町大角鼻南方海域,同県坂出市乃生岬
北方海域,同県詫間町三崎西方海域で,いずれも地
形的には海釜周辺である.
Ⅳ.海底地質
1.′ト瀬居島海域
′ト瀬屑島西方の潮流によって侵食された斜面で調
査を行った.水中テレビロボットによってできたル
ートマップ (第3回)をもとに地質図 (第4岡)を
作成した.この海域には岩石が広く蕗出しているの
が特徴で調査範囲には晒乳類化石を含む地層は兄い
瀬戸内海での海底地質調養
(1970) (1978) (1983)
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第 2図 瀬戸内海海底に分布す る地層 と時代
だせなかった.l′7亜紀の顕家借の岩イ1-と完新世の堆
積物からなる.
領家苛の岩イ1-は小瀬居島に露tLIJ.しており片麻岩と
花晶岩からなる.片麻岩は石英に富むレイヤーと黒
雲母に富むレイヤーに分化 して[1-_層 しているが,前
者は級化層理のような 卜限Aiがシャ-フで 卜限面が
はっきりしない産状をなす.これらは軸が束西方向
で軸面が北に傾斜 した過欄曲は なしており,軸面に
平行に板状鉱物の走向配列が認められる.海中の露
頭では片麻岩と花尚岩の区別は明確にできないが租
粒な結晶からなることは認められる.
完新牡の堆積物は角標札 租粒砂札 泥質砂柳 こ
区分できる.角傑榔 ま人傑サイズの角裸と砂からな
り,これらの角喋はおそらく嵐等の際に崩落したも
のと考えられる. 一部で粕粒砂榔 こ程われる.租粒
砂榔 ま租税な砂に細蝶を伴うが淘汰は良い.貝殻を
多く含む.泥質砂榊は小瀬F,-島南方の内湾状の浅い
海域に分布 している.ロボットのスクリューで簡単
に泥が舞い 卜がる.租粒砂棚と泥賀砂棚は現在の瀬
巨内海海底の最 卜郭を構成する中ノ瀬層 卜部に属す
ると考えられる.
2.大角鼻海域
人角鼻南方を取掛 二伸びる海釜の陸側斜面を中 心
に調査し,ルートマップ (第5図)と地質図断面図
(第6回)を作成 した.領家覇の花拭閃緑岩,更新
続と考えられる地層,完新枕からなる.
花尚閃緑岩は海底では露岩として認められる.水
中ビデオカメラでは花尚閃緑岩か花絹告や片麻岩か
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第 4回 ′ト瀬fL千島海域の海底地質図
の区別は榊難であるので,人角鼻付近に露iLl'.する花
掃閃緑告が連続 していると推定 した.陸から海釜に
圭る斜佃の 一部に露ILHしている.
更新椀 と考えられる地屑は陸から海釜に圭る斜面
と海釜の底の 一部に磁=しているのが認められた.
水中ビデオカメラの観察では砂質な泥と考えられる.
潮流がはやい所でも砂や泥が動かないこと,ロボッ
トにつけた細い棒で蕗頭を刺 してもほとんどめりこ
まないことから締まっていると判断でき,潮淀によ
る運搬 ･堆積を繰 り返す現世の砂泥とはE*_別される.
この海釜付近で棚乳新化イ1-が漁網で引き 1-_げられて
中ノ漸層
白亜紀[≠] 完雷雲及び
いることから,この地層は沙弥島層に榔当するもの
と雅定される.
完新世の堆積物は角襟榊と祁粒砂棚からなり後考
の分布は広い.角傑帖 ま日二角襟からなり,大角鼻
南の比較的傾斜が急な斜耐 二分布する.租粒砂榔 ま
淘汰の良い利粒な砂からなり貝殻を多く含む.大角
界東のサンドウエ-ブ状の水深3(卜 4()mの高まりを
構成 して広 く分布する.ここではリッフルマークが
発達 してお り北東から南仲-の堆積物の移動が認め
られる. リップルマ-クの形態は∧llen (1()68日こ
よるうねり状 (sinuotls)で隆起部のラインが平行的
瀬戸内海での海底地質調杏
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第 5図 人角鼻海域のルートマップ
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第 6同 人角鼻海域の海底地質図及び断面図
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瀬戸内海での海底地質調査
でないoutofphas(汀二あたる.
3.乃生岬海域
乃生岬の北方から内加 二伸びる海釜の陸側斜面を
中心に調査し,ルートマップ (第7回)と地質図断
面L更l(第8図)を作成した.領家苛の花揖岩,更新
棟と考えられる地層,完新枕が分布する.
花嵐岩は露岩として認められ陸側の斜面に分布す
る.更新棟と考えられる地層は海釜の陸側斜面のう
ち,水深G(卜1()m付近に蕗出している.襟柵と砂州
からなる.襟柵は 日こ硬径が2-3cmで門標から聴門
標で構成され,人傑を含むことがある.基質の砂は
少なく,所々規Iltの租粒な砂が覆ったり襟の間に入
り込んだりする.蕗頭の表面の襟をロボットで押す
と喋が動くことが多いが,襟の表師 こぼ大きなフジ
ツボがつき潮淀によって移動せずその位置に留まっ
ていることがわかる.フジツボが付いた標を引き し
げることができ,このフジツボが現在生きており海
中に棲息するタイソであることがわかった.砂州も
強い潮淀によっても表面の砂は動かず,短い藻のよ
うなものが生えていることが多い.以 仁のようにこ
れらの堆積物は硯在潮流によって移動を繰り返して
いる完新世の地屑ではなく,沙弥島層に湘当すると
考えられる.
完新世の堆積物は杓傑棚と砂州 ･傑相からなる.
lf]傑利は傾斜が比較的急な斜面に分イTJ-している.砂
州は海釜の底から沖合い側のサンドウェーゾにかけ
て分布する. 一方,傑榊は海釜の底から陸側に分布
する.砂州の砂は潮路tで淘汰がよくil殻を多く含む.
健側はサラサラした貝殻を伴う利粒砂に,2-3cm時
に人傑サイズの円健から附 リ襟を含む.磯にはフジ
ツボが/→く等して頻繁に移動する様,‖よなく,おそ
らく付近のより浅い所に歳出している史新枕の傑相
から転がってきたものと考えられる.砂棚と傑棚は
申ノ漸層 卜部に朴当すると推定できる.
4. :_崎海域
~剛 二突き出た i崎の先端を卵むようにできている
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海釜の周辺を調餐し,ルートマップ (第9岡)と地
質図 (第 10回)を作成した.領家借の変成岩及び
花尚岩のほかは完新続の堆積物が広く分布し,更新
柾と考えられる地層の露頭は兄いだせなかった.
領家茄の岩IiLと完新枕の角磯村は陸側の斜面の 一
部に分布している.その他海釜から沖合い側は完断
続の砂柵が分布する.砂柵はこれまで述べてきた海
域の砂相 と同様なもので潮流によって砂粒が移動し
ているところが観察できた.第 11図に示されるよ
うに,1りt)3年に調査した際の水深と1ミ)7綱澗瞳_-の沿
岸海域地形岡におけるそれとは ･部が大きく異なっ
ていることから,l()数年の関に砂が移動することに
よって地形が変化していることがわかる.また海釜
に入り込む行状の部分や海釜に張りflけ サンドウェ
ーブ状の部分でリッフルマークが発達しているのが
認められた.いずれも水深が50m前後で八日川畑)68)
による,straight(直線状),sin°('us(うねり状),
cat(､nary(懸垂状),iingWid(舌状)のものが認
められた.また潮流は強く,租粒な砂も移動してリ
ップルが成長していく過程が′夫際に観察できた.こ
れは隆起部の高さが3()cm程度でリップ ル長が数mと
大型のものでsinuousな形態をなしリッフルのst()ss
sid(I(卜流側)にさらに小耳L_!のリップ ルマークを伴
っていた.
V.まとめ
水中テレビロボットを利用した海底調査によって
考古学試料や噛乳類化石を払いだすことはできなか
ったが,海底地質や海底地形について次のような知
見を得ることができた.
ま,}本調査によって得られた主要な成果は水中テ
レビロボットを利用して海底地質調査を行うことが
できたことである.これによって陣卜で行うような
ルートマップの作成と,それにもずく地矧txlの作成
が叶能であることがわかった.これまでの汀波探査
と海底ボー リングによる海底地質図と比較すると,
ロボットによる方法では海底血以深の地 卜の地質に
20
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第11図 三崎海域 における海底地形の変化
ついては劣るが,海底表層部の地質ではより細かい
分布を追うことができる.ただ海底表層の試料を採
取できないので地層の細かい観察が 卜分でないとい
う課題がある.
次に意義のある成果は羊帥t堆積物の運搬 ･堆積過
程を直接観察できたことである.調査海域は海浜か
ら沖合いにかけての範剛 二あたるが,瀬戸内海の堆
積作用からみた特徴は,陸からの堆模物の供給が比
較的多いことと強い潮流があることである.完新世
中ノ瀬層上部の租粒砂からなる層が瀬戸内海の海底
を広 く覆っていることは知られていたが,これがど
のように堆積 しっ/)あるのかは報告がない.今Lu]の
調査で,海釜の形が変わったりサンドウエーブが移
動していることが確認されたことから,砂が移動 ･
7年堆積を繰 り返しているといえる.サンドウエーブ
ではリップルマークがよく発達しており,その形態
やリップルが形成されつつある場面を録画すること
もできた.これらは水深数10mの海底で観察してお
り,ダイバーでも容易に観察できないことから,沖
合いの堆積相の実例として重要である.
′一､ 19781F･測F.1-のl阜=二地Pf':院発行
･'2jj5十分の 1海域地形1対
.′ による等深線
･~､ 1-_こじの地形t芸は もとに1993畔
の調査で修止した等深線
77 1993年の調布による海底深度
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